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ガイドラインVer.2.0改訂の経緯

令和5年

第一版

利用年齢制限

現在

検索・アプリにも生

成AI

これから

AIの特性を学び使

い方を判断

利用年齢制限により

教職員の教師の校務利用

が中心

使用者が意識しないまま生成AI

の回答に日常的に接する環境

総務省調査※では、既に児童生徒

の8割程度が利用経験ありと回答

次期学習指導要領でも、

AIについて学ぶ方向性

を議論

ガイドラインP.2

現在の生成AI環境に教育として向き合うための改訂
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※「青少年のネット・リテラシー指標調査」（2026年4月）



はじめに

8～9月
学校へ周知

➢校長会・教頭会

➢関係資料の送付

➢担当者向け説明会

各校で運用方針を検討

10月～11月

試行運用

10/1 試行運用開始・保護者へ周知
HP公開

意見聴取

教職員 / 児童生徒 / 学校運営協議会

12月～1月

Ver.2.1へ改訂

学校の意見と本日の助言
を反映し、令和8年12月
を目途に本格運用

令和9年度当初
国の改訂を踏まえ、必
要に応じてVer.2.2へ
更新

■ 現在の状況

アドバイザリーボード（本日）

助言・指導
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はじめに

□ 改定の考え方

□ 学校現場への実装に向けた取組

学校現場への実装

生成AI活用ガイドラインVer.2.0の趣旨を学校現場に実装し、児童

生徒の安全かつ適切な活用につなげるために、今後どのような取組

が必要か。

■ 説明内容

■ 協議いただきたいこと（論点）
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Ver.2.0の基本的な考え方

①②を一体的に育て、自分で考え、判断し、

自分の言葉で伝える力を育てる

1 AIでは代替できない力

自ら考え、判断し、対話し、

責任をもって意思決定する

2 AIを活用できる力

思考・探究・創造を広げ、

深めるために適切に活用する

▲AIを使えるようにすることだけではない

生成AIは、学びを支え、考えを広げ、問い直し、深めるための手段の一つ

ガイドラインP.3
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発達段階に応じた段階的な利用 保護者用リーフレットP.1

事前学習 + 発達段階に応じた利用区分を設定
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授業における利用例（教師による提示） 保護者用リーフレットP.2

教師による提示を基本的な利用方法として位置づけ
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保護者用リーフレットP.2授業における利用例（児童生徒の個別利用）

児童生徒の認知的オフロードに留意して利用
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ガイドラインを現場に実装するための取組

教職員向け概要版 事前学習資料 児童生徒用リーフレット

資料整備 ガイドライン本体／教職員用概要版及びガイドブック／児童生徒・保護者向けリーフレット

事前学習用指導案・スライド・学習資料（R8は小学校低・中・高及び中学校の４種類）

研修・支援 担当者説明会の実施／オンライン研修会（授業・校務における利用の具体）

授業・校務の事例と判断基準の共有（教職員用クラウド上にFAQやQ&Aを設置）

教職員向けFAQ
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授業・校務で使うチェックリスト

AIを使う前後に立ち止まり、教職員が判断するための共通基準

教職員用生成AI利活用ガイドブック』19・20ページ
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今後の実装ロードマップ

令和8年度

共通理解・試行

 Ver.2.0の試行運用

 ４パターン（小低・中・高・

中学）の学習

 担当者説明会・校内研修

 意見を踏まえVer.2.1へ

令和9年度

授業への定着

 Ver.2.2の運用

 学年別カリキュラム

 授業設計を中心とした研修

 学校訪問における指導助言

 授業実践、判断基準の蓄積・

共有

令和10年度以降

情報活用能力へ統合

 メディアリテラシーを含む

情報カリキュラムへ発展

 教科の授業研究への位置

付け

試行で見えた課題を、次年度の教材・研修・運用に反映し続ける
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実装に必要な「進める」と「守る」

活用・実装 安全・適正利用

1 教職員の理解

2 授業設計・校務活用の質

3 学校間の差を小さくする支援

4 児童生徒への系統的な学習

5 保護者への分かりやすい説明

1 個人情報・情報セキュリティ

2 著作権・コンプライアンス

3 依存・認知的オフロード

4 発達段階に応じた利用

5 インクルーシブな利用
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学校現場への実装

生成AI活用ガイドラインVer.2.0の趣旨を学校現場に実装し、児童

生徒の安全かつ適切な活用につなげるために、今後どのような取組

が必要か。

■ 協議いただきたいこと（論点）
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